
＜がん登録部会：今年度事業計画と評価＞ 

 

１． 沖縄県内の地域および院内がん登録の実施状況を公開する。  

目 標：昨年度行った地域および院内がん登録の実施調査の結果を更新し、公開する。 

（対象施設 25施設） 

実 績： 協議未実施 

評 価：１点 

次年度：院内がん登録の実施状況を調査し、協議会のホームページで更新する。 

 

２． がん登録をはじめるにあたっての説明会を企画・開催する。 

目 標：確実に院内がん登録が実施できるよう、がん登録をはじめるにあたっての説明会を企画・

開催する。 

実 績： 協議未実施 

評 価：１点 

次年度： がん登録の法制化に伴い、各施設で新たにがん登録を始める施設が増えることが想定さ

れるため、院内がん登録をはじめるにあたっての説明会を企画・開催する。 

 

３． がん登録部会の活動の学会報告および実績を論文化する。 

目 標：毎年演題を出し、部会委員が発表する。 

実 績： 

１）第 40回日本診療情報管理学会学術大会 

開 催 日 ： 平成２６年９月１１日～平成２６年９月１２日 

会   場 ： 盛岡市民文化ホール（マリオス） 

演題１）診療の質指標(Quality Indicator)を用いたがん医療の質の評価を行うためのデータ源（採

録データと既存データ）に関する比較検討 

演者１）琉球大学医学部附属病院 仲本奈々 

演題２）診療の質指標（Quality Indicator）を用いた沖縄県の胃がんの質評価の経年変化の検討 

演者２）那覇市立病院 平安政子 

演題３）院内がん登録実務者による日本版 CollaborativeStaging の実施可能性に関する検討   

演題３）中部徳洲会病院 安里邦子 

２）ASCO’s  Quality Care Symposium 

開 催 日 ：平成 26 年 10 月 17 日～平成 26 年 10 月 18 日 

会   場 ：Boston Marriott Copley Place Boston, MA 

演題４）Assessing the validity of using claims data compared to medical chart reviews for 

measuring care quality in Japan 

演者４）琉球大学医学部附属病院 仲本奈々 

３）第 73回日本公衆衛生学会総会 

開 催 日 ： 平成２６年１０月５日～平成２６年１０月７日 

会   場 ： 栃木県総合文化センター 

演題５）沖縄県における大腸がん診療の質の評価の経年比較（2009，2011 年症例）の検討 

演者５）琉球大学医学部附属病院 仲本奈々 

４）第 9 回医療の質・安全学会学術集会 

開 催 日 ： 平成２６年１１月２２日～平成２６年１１月２５日 
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会   場 ： 幕張メッセ国際会議場 

演題６）沖縄県における胃がん診療の質の評価の経年比較（2009，2011 年症例）の検討 

演者６）琉球大学医学部附属病院 増田昌人 

  評 価：８点 

 

５）第５３回 全国自治体病院学会 

開 催 日 ： 平成２６年１０月３０日～平成２６年１０月３１日 

会 場   ： フェニックス・シーガイア・リゾート 

演題１） 院内がん登録データによる当院の肺がん症例分析 

演者１） 地方独立行政法人那覇市立病院 平安 政子 

演題２） 院内がん登録への医事会計データの活用について 

演者２） 沖縄県立中部病院 当間 豊 

   

評 価：８点 

  次年度：引き続き学会活動を継続し、部会事業の評価を行う。 

 

４． 一般向けに院内外に院内がん登録に関する広報活動を行う。 

目 標：多くの県民が、がん登録の情報を知ることができる。 

実 績：協議未実施  

  評 価：１点 

次年度：がん登録の法制化に伴い、院内がん登録事業に関する広報活動を行う。 

 

５． 拠点病院のがん登録情報を定期的に開示する。 

目 標：各拠点病院の院内がん登録報告書を作成し、公開する。多くの県民が、がん登録の情報を 

知ることができる。 

実 績：各拠点病院の院内がん登録報告書について、国立がん研究センターのがん診療連携拠点病

院院内がん登録全国集計報告書や各県で作成されている集計報告書を参考に、報告書の内

容を修正した。また、これまで集計表のみだった報告書にグラフやイラストを追加し、幹

事会や協議会で意見を伺うなど報告書作成に取り組んだ。平成 27 年 3 月に報告書の冊子

製本に向けて準備をおこなっている。 

  評 価：８点 

  次年度：拠点病院のがん登録情報を定期的に開示する。 

 

６． 拠点病院で予後調査を実施し 5 大がんの生存率を算定する。 

目 標：各拠点病院で 5大がんの 5年生存率を算定する。 

実 績：生存率研修会後、各拠点病院で生存率の計測を実施中であるが、まだ算出方法や公表指針

等が確立されていないため、施設によって様々な考え方で算出された結果であるため、単純に公

表・比較はできない。 

評 価：５点 

次年度：生存率計測のための算定方法や公表指針について検討する。 



 

７．沖縄県内でがん登録研修会を企画・開催する。 

目 標：生存率の計測に関する研修会を年に 2 回開催し、各施設において実務者が生存率を計測で 

きるようになる。 

実 績：今年度の研修会の日程は、第１回は 2014 年 4月 26 日（土）、第２回は 2014 年 11 月 29 日

（土）に開催した。第 1 回、第２回ともに、前回に「院内がん登録データを活用した生存

率の計算方法」をテーマとし、講師には東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学助教の中

村文明先生をお招きし、講義と、統計ソフトを用いての実習を行った。第１回 32 名、第２

回 31名であり、いずれも好評を得た。（参加総数 63 名） 

評 価：１０点 

次年度：引き続き研修会を継続し、研修会の評価を行う。 

 

８．国立がん研究センターの実務者研修会に参加する。 

目 標：平成 26 年 3 月までに、25施設すべてで初級修了者が誕生する。 

実 績：協議未実施 

評 価：１点 

次年度：平成 27 年 3 月末時点の各施設の院内がん登録初級者研修修了者数を調査する。 

 

９.厚生労働省科学研究（第三次対がん総合戦略研究）「院内がん登録の標準化および普及に関する研究」 

班（主任研究員西本寛）の Collaborative staging の研究に協力する。 

目 標：2015 年 3月までに、拠点病院で、collaborativestaging 登録を行い、結果を分析する 

実 績：協議未実施  

評 価：1点 

次年度：拠点病院で Collaborative staging の登録結果を分析する。 

 

１０. 拠点病院においてがん診療の質の評価を行う。 

目 標：拠点病院のがん診療の質の評価を行うためＱＩの測定・評価を継続的に行う。 

実 績：2009 年と 2011 年の胃がん大腸がんのがん診療の質指標（QI）の計測を行い、経年比較を

行った。測定結果のフィードバック前にもかかわらず一部の QI では実施率の改善を認め

られた。今後は結果のフィードバック後の症例で、さらなる改善が認められるのかを検証

する予定である。 

評 価：１０点 

次年度：拠点病院のがん診療の質の評価を行うためＱＩの測定・評価を継続的に行う。 
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平成２６年度５回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨 

 

日 時 ： 平成２６年１２月１６日（火） １５：００～１７：３０ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

出席者 ： ９名 

安里邦子（中部徳洲会病院）、平安政子（那覇市立病院）、宮里貴子（北部地区医師

会病院）、当間豊（県立中部病院）、戸倉さおり（県立宮古病院）、糸数名子（県立保

健医療部衛生環境研究所）、仲本奈々（琉大病院がんセンター）、天野明日香（医療

の質向上センター）、髙橋ユカ（陪席：琉大病院がんセンター） 

欠席者 ： 宮國絵梨奈（県立中部病院）、翁長道代（県立八重山病院）、金城香澄（県立八重山

病院） 

 

 

 [報 告] 

１． 平成２６年度第４回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨（資料１） 

平成２６年度第４回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨が承認された。 

 

２． 平成２６年第２回院内がん登録研修会アンケート集計結果（資料２） 

先月、２９日に開催された第２回院内がん登録研修会のアンケート結果について、仲

本より報告があった。前回に引き続き、今回も参加者から好評を得た。来年度の研修会

については、参加者から出た意見や要望を反映したもの開催したいと提案がなされ、協

議事項１で協議した。 

 

３． 沖縄に還元される院内がん登録全国集計データについて（資料３） 

上記のデータについて、県からいただくことができた。ついては、来年３月に発行す

る「沖縄県がん診療連携拠点病院院内がん登録２０１１年、２０１２年集計報告書」に

反映することが、仲本より報告があった。 

 

 

 [協 議] 

１． 次年度の院内がん登録研修会について（資料４） 

資料４に基づき、来年度の研修会について、来年度から院内がん登録初級者研修が廃

止され、認定試験に移行することを踏まえて協議された。１．について、国立がん研究

センターの指針を待つこととなった。２．について、今後、指導者研修修了者の人数を

積極的に増やさない方針が出されているため、増加の働きかけは難しく、３．について

は、実施が必要か確認することとなった。４．について、需要があると考えられるため、

来年度４月に開催する方向で検討することになった。また、研修会の開催回数、内容に

ついては、年度当初に情報収集を行った上で、改めて検討することが承認された。 
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２． 国立がん研究センターからの研究依頼について（資料５） 

資料５に基づき、今年度も研究協力依頼の依頼があると、仲本から報告があった。ま

だ正式な依頼がないため、研究内容が不明のため報告のみとなった。 

 

３． 院内がん登録報告書２０１１・２０１２年について（資料６） 

資料６に基づき、はじめに表紙について協議された。表紙は前回と同じものを採用。

各施設の中表紙は部会委員の平安さんの写真を採用することが承認された。配布先につ

いては、前回の配布先に加え、各地区医師会、県立や医療系学校図書館への配布が承認

された。 

 

４． がん登録部会事業計画について（資料７） 

来年２月に行われる第４回沖縄県がん診療連携協議会で、部会の平成２６年度事業計

画と評価報告を行うにあたり、施策の達成状況について資料７に基づき協議された。施

策２から７について、原案どおり報告することが承認された。施策１と８について、各

施設の院内がん登録の実施状況と、院内がん登録初級・中級・指導者研修修了者の人数

を把握するため、来年度早々に各施設へアンケート調査を行う必要があるという意見が

出された。また、研修会修了者は琉大がんセンターへ報告すること義務づけてはどうか

という提案があった。施策９については、分析し学会では発表したことから、評価を３

点に変更することが承認された。施策１０については、今年度初めて比較検討できた上、

学会で発表することができたため、評価を１０点とすることが承認され、以上の内容で

報告することが承認された。協議会後の部会で、来年度の事業計画について施策を２つ

ほど変更することが承認された。 

 

５． 平成２６年度がん登録部会委員一覧（資料８） 

 今回、沖縄県保健医療部衛生研究所の地域がん登録担当の糸洲さんを委員名簿に追加

した。また、陪席者の髙橋も追加することが承認された。 

 

６． 次回の開催日程について 
次回は２０１５年２月１７日（火）１５：００～に開催することが承認された。 

 


